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ここのえ緑陽中学校

◆

　３
月
議
会
も
終
了
し
今
年
度
の

予
算
約
64
億
８
千
８
百
万
円
、
特
別

会
計
31
億
９
千
２
百
万
円
を
可
決
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　一
般
質
問
や
各
常
任
委
員
会
、
ま

た
予
算
質
疑
等
で
も
各
議
員
よ
り
多

く
の
質
疑
が
交
さ
れ
ま
し
た
。
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
見
る
と
、
執
行
部

の
提
案
に
対
し
て
議
会
は
追
従
し
て

い
る
の
で
は
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
し
て
ど
う
し
て
多
く
の
質

疑
が
交
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
議
会
の
本
会
議
や
各
常
任
委
員

会
を
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　議
会
は
、
議
論
す
る
場
で
あ
り
方

針
を
決
定
す
る
場
で
す
。
私
た
ち
議

員
は
、
責
任
を
持
っ
て
対
処
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
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次回は６月です
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議会だより

ここのえ
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３月定例会
●平成25年度予算
●当初予算質疑
●議長就任あいさつ
●常任委員会報告
●一　般　質　問　 ５名
●わたしのひとこと

P.2
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P.5
P.6
P.8
P.13

東飯田
南山田

本松　貴裕さ
ん

矢野　陽一さ
ん

新緑の中、朝陽をあびての登校風景
いよいよスタート「ここのえ緑陽中学校」

議会だよりについて
ご意見をお聞かせください。【議会事務局：76－3814】
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一般会計当初予算ピックアップ

バス路線運行費補助金 ４‚１７８万円
玖珠観光バス・日田バス路線の赤字運行路線運営費補助
〈財源〉過疎債（ソフト事業分） ３‚０００万円
　　　　一般財源 ７７８万円、他

議会運営システム導入事業費 ２‚０００万円
庁舎議場の音響設備等改修事業委託
〈財源〉町有施設整備基金

ケーブルテレビ業務支援委託料 １‚２６０万円
２４年度までは、取材・編集の委託、２５年度から専門
業者に業務支援を委託し、職員は、町内から募集
〈財源〉ケーブルテレビ使用料

高齢者等地域支え合い事業費 ３‚３３９万円
高齢者見守りのための見守り機器（６００台）の購入費
と設置工事費
〈財源〉町有施設整備基金 ３‚１５０万円
　　　　一般財源 １８９万円

子ども広場遊具等整備事業費 １‚８４７万円
２０の公園の６０施設の整備
〈財源〉国からの元気臨時交付金 １‚５００万円
　　　　一般財源 ３４７万円

高齢者肺炎球菌予防接種費助成事業費 １５０万円
７５歳以上の予防接種希望者に、接種費のうち３‚０００円
を助成

公的賃貸住宅整備事業費 ３‚８５０万円
民間活力により、定住促進北代住宅を建設するための設
計及び敷地造成
〈財源〉過疎債 ３‚８００万円、他

学校給食調理・配送業務委託料 ３‚４５６万円

給食センター備品購入費（食器洗浄機他） ３‚８９９万円
〈財源〉特防交付金 ３‚１００万円、他

松木ダム水力発電事業負担金 １‚７５０万円
建設工事に対する町負担２５％分、２５年度より工事に着
手、２７年度供用
〈財源〉元気臨時交付金 １‚５００万円
　　　　一般財源 ２５０万円

商工会商品券事業補助金 ５００万円
商品券１０％のプレミア分助成
〈財源〉一般財源

消防車購入事業費 １‚２２２万円
小型ポンプ車２台（鹿伏桐木、菅原）
〈財源〉特防交付金 １‚０００万円、他

消防詰所建設事業費 １‚４５５万円
設計・解体・建築（千町無田）
〈財源〉特防交付金 ８００万円
　　　　一般財源 ６５５万円

スクールバス運行業務委託料 ５‚６７９万円
１０路線を、１０台で年間３００日運行
〈財源〉一般財源

野上小学校体育館大規模改造設計委託料 ５６０万円

地区協議会補助金 １‚５００万円
２５年度から、本格活動する４地区協議会に、それぞれ
３６０万円ずつの補助金（支援事業補助金80万円、３団
体への補助金８０万円、地区協議会雇用の職員に係る人
件費２００万円）と、地区協議会の独自事業に対する補
助金４地区分で６０万円

24年度3月
補正予算から

野矢小学校体育館大規模改造事業費　１億２，３１１万円
予算計上は２４年度、工事は２５年度に繰り越して実施
〈財源〉元気臨時交付金　１‚９９３万円、学校教育債　１億円、他

一般会計当初予算

特別会計予算総額

平成25年度

64646464億億億8,8008,8008,8008,8008,8008,800万円万円万円64億8,800万円

313131億億9,2259,2259,2259,2259,2259,225万万88千円千円千円31億9,225万8千円

統合中学校建設事業の完了等に伴い
前年度比7億5,500万円（10.4％）の減

国民健康保険特別会計 15億569万4千円

水道特別会計 1億2,833万1千円

同和住宅資金貸付事業特別会計 30万5千円

飯田高原診療所特別会計 7,797万7千円

介護保険特別会計 13億1,432万6千円

介護サービス事業特別会計 2,480万2千円

後期高齢者医療特別会計 1億4,082万3千円

投資的経費　
　％

義
務
的
経
費

　
　％

  

そ
の
他

　
　％

依
存
財
源

　
　％

自
主
財
源

　
　％

　

歳入
64億8,800万円

歳出
64億8,800万円

44.1

16.8

39.1

58.7

41.3

町税
10億7,082万円
（16.5％）

分担金及び負担金
8,375万円（1.3％）

使用料及び手数料 4億4,366万円（6.8％）
（大吊橋使用料2億3,900万円、他）

基金繰入金
（町積立金より）
9億7,052万円
（15.0％）

諸収入
1億0,750万円（1.7％）

地方交付税
22億円
（33.9％）

その他の交付金等
2億1,797万円（3.3％）

国庫支出金
4億9,996万円
（7.7％）

県支出金
5億3,016万円
（8.2％）

町債（借入金）
3億6,366万円（5.6％）

人件費
13億8,749万円
（21.4％）

扶助費
4億7,791万円
（7.4％）

公債費（返済金）
6億7,141万円
（10.3％）

普通建設事業費
8億3,734万円
（12.9％）

災害復旧事業費
2億5,069万円（3.9％）

物件費
13億0,370万円
（20.1％）

維持補修費
3,336万円（0.5％）

補助費等
9億6,087万円
（14.8％）

繰出金
3億7,062万円（5.7％）

積立金 
1億4,554万円（2.2％）

予備費 4,907万円（0.8％）

※物件費
　（委託料、需要費
　賃金、旅費など）
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　基
金
は
前
年
度
よ
り
大
き

く
減
少
し
て
い
る
が
、今
後

は
。　財

政
規
律
に
基
づ
き
、
計

画
性
を
も
っ
て
対
処
し
て
い

る
が
、
将
来
的
な
不
安
が
な

い
と
は
言
え
な
い
。

　町
税
で
は
、
固
定
資
産
税

の
み
減
額
予
算
と
な
っ
て
い

る
が
。

　昨
年
度
、
評
価
替
が
行
わ

れ
今
年
度
よ
り
減
額
見
込
み

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
委
託

は
、
町
内
で
募
集
す
べ
き
で

は
。　町

内
で
の
委
託
を
検
討
し

た
が
、
現
状
で
は
受
け
皿
と

な
る
法
人
や
団
体
が
無
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
保
守
運
営
委
託
を
し

て
い
る
業
者
に
取
材
編
集
等

の
業
務
を
委
託
し
た
い
。

　環
境
保
護
を
目
的
と
し

た
、
中
学
生
派
遣
事
業
は
、

中
国
と
の
外
交
問
題
も
あ
り

厳
し
い
の
で
は
。

　現
在
の
状
況
は
十
分
認
識

し
て
お
り
、
今
後
の
状
況
を

見
て
判
断
す
る
。

　不
妊
治
療
費
助
成
事
業

は
、
内
容
で
大
き
な
差
が
あ

る
が
、
一
律
の
助
成
で
良
い

の
か
。

　治
療
費
は
、
内
容
で
大
き

く
差
は
あ
る
が
、
県
よ
り
15

万
円
、
町
よ
り
10
万
円
助
成

し
て
い
る
。
今
後
の
状
況
を

見
て
検
討
す
る
。

　協
議
会
へ
の
負
担
金
の
割

合
は
。

　玖
珠
町
６
割
、
九
重
町
４

割
で
１
名
分
の
人
件
費
を
補

助
し
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い
る
。

　青
年
就
農
給
付
金
事
業

は
、
継
続
的
に
支
援
す
べ
き

で
は
。
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と
の
共
同
の
事
業
で
あ

り
、
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部
振
興
局
と
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携
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く
。
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的
な
部
分
に
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て
も
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を
加
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る
。
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。
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５
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程
度
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上
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が
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。
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型
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光
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目
指
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、
ダ
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ェ
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ト
版
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し
、
多
面
的
に
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な

が
ら
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果
を
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げ
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い
。
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た
、
観
光
協
会
と
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携
を
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業

に
、ど
う
配
分
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る
の
か
。
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区
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す
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に
あ
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て

の
町
の
支
援
内
容
と
職
員
の

雇
用
期
間
は
。

　独
自
事
業
は
、
予
算
編
成

ま
で
に
協
議
が
終
わ
っ
て
い

た
南
山
田
地
区
協
議
会
が
実

施
す
る
国
道
３
８
７
号
線
バ

イ
パ
ス
開
通
イ
ベ
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に
助

成
す
る
こ
と
に
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る
。

他
の
３
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区
は
要
望
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。
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員
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に
か
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る
町
の
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、
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用
契
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の
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順
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に
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。
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。
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ブ
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費
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就
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者
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地
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珠
・
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産
業
雇
用

対
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議
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中
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派
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歳
入
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食の祭典を楽しむ子どもたち（飯田小）

県内一周駅伝の応援をするハッスルシルバーズのみなさん（隣保館）

議長就任あいさつ
　この度の九重町議会臨時会において、第24代の議長に推挙いただき、そ
の責任の重要さに身の引き締まる思いです。
　九重町は、町長の提唱する「日本一の田舎づくり」が、今年度より具体
的に動こうとしています。また、最も重要な「第四次総合計画」も本年度
始動します。九重町は、全国の地方自治がかかえる高齢化問題が顕著な地
域でもあり、今後の10年間をどの様な町にするのか、大切なスタートの年でもあります。
　議会は、本町が直面する多くの課題に積極的に関与することは当然ですが、スピードを持って、町民の負託に
応えるよう努めていきたいと考えています。
　町民に信頼される議会として、諸先輩が築かれた町議会の伝統を守り、住民あっての町であることを再認識す
ることが大切であると考え、今後も住民の皆さんのご指導とご協力をお願いして就任のごあいさつといたします。
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■総務建設産業常任委員会

職　名 氏　名 職　名 氏　名 職　名 氏　名

職　名 氏　名 職　名 氏　名

副
町
長
の

選
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
に
同
意

甲斐　正敏さん
59才 野上地区

佐竹　宏治さん
70才 南山田地区

第４回

『おでかけ議会』を開催します。

『おでかけ議会』日程表

22日

23日

24日

１班　野上公民館
２班　東飯田公民館
３班　東部集会所

１班　南山田公民館
２班　飯田公民館
３班　川上集会所

１班　基幹集落センター
２班　野矢小学校
３班　淮園老人軽作業所

5月

各
会
場
７
時
半
開
始
で
す
。

み
ー
ん
な
で
き
ち
ょ
く
れ
！

予算に対する質疑予算に対する質疑
平成25年度

議長
坂本　憲治

副議長
日野　康志
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よ
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総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　審 

査 

報 

告
議案

16件
陳情

1件

　災
害
派
遣
手
当
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
。

　新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
、
災
害
発
生
時
に
復
旧
や

応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め

他
の
自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ

た
職
員
に
手
当
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
は
。

　新
た
に
「
町
民
プ
ー
ル
設

置
事
業
」
を
加
え
、
中
学
校

プ
ー
ル
を
兼
ね
た
一
般
町
民

も
利
用
で
き
る
施
設
を
こ
こ
の

え
温
泉
館
周
辺
に
設
置
す
る

計
画
等
を
加
え
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス

等
運
行
事
業
に
関
す
る
条
例

の一
部
改
正
に
つい
て
は
。

　　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
使

用
料
は
中
学
生
以
上
一
回
三

百
円
、
小
学
生
一
回
百
五
十

円
。
６
歳
以
下
は
無
料
で
す

が
「
障
害
者
割
引
」
と
し
て

中
学
生
以
上
百
五
十
円
、
小

学
生
一
回
八
十
円
と
す
る
も

の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　道
路
認
定
に
つ
い
て
は
。

　梶
屋
菅
原
支
線
は
、
町
道

梶
屋
菅
原
線
か
ら
分
岐
し
菅

原
天
満
宮
ま
で
を
結
ぶ
85
・

５
ｍ
の
区
間
と
室
園
支
線
は

町
道
室
園
線
か
ら
分
岐
し
た

20
・
４
ｍ
で
、
い
ず
れ
も
認

定
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　簡
易
水
道
布
設
事
業
に
関

す
る
補
助
条
例
の
全
部
改
正

に
つ
い
て
は
。

　町
営
水
道
の
給

水
区
域
外
で
運
営

さ
れ
て
い
る
地
区

水
道
の
施
設
の
改

修
や
水
源
確
保
が

喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
補
助

基
準
や
補
助
対
象

を
拡
大
す
る
も
の

で
、
給
水
戸
数
３

戸
以
上
か
ら
２
戸

以
上
に
改
め
、
補

助
率
を
事
業
費
の

30
％
以
内
か
ら
２

分
の
１
以
内
に
引

上
げ
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　財
産
取
得
に
つ
い
て
は
。

　玖
珠
郡
森
林
組
合
の
木
材

製
材
加
工
所
跡
地
で
面
積
が

約
９
２
７
８
㎡
と
広
く
、
静

寂
な
場
所
で
あ
り
、
　今
後
、

企
業
誘
致
や
定
住
促
進
な
ど

幅
広
く
活
用
が
見
込
め
る
こ

と
か
ら
取
得
す
る
も
の
で

す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
ふ
る
さ
と
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
は
。

　平
成
19
年
よ
り
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
３
月
31
日

で
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
４
月
１
日
以

降
の
４
年
間
を
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
に
諮
っ
た
結
果

選
定
し
た
「
九
重
ふ
る
さ
と

館
活
性
化
協
議
会
」
代
表
飯

田
か
よ
美
氏
さ
ん
の
指
定
に

つ
い
て
認
定
し
た
も
の
で

す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　災
害
住
宅
資
金
貸
付
審
議

会
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
災
害
対
策
本
部
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
防
災
会
議
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
水
道
事
業
の
布
設

工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術

管
理
者
の
資
格
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
町
道
の
構
造
の
技

術
的
基
準
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
準
用
河
川
管
理
施

設
等
の
構
造
の
技
術
的
基
準

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
町
営
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
町
営
改
良
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
道
路
占
用
及
び
占

用
料
徴
収
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
。

　平
成
25
年
度
組
織
機
構
の

見
直
し
や
関
係
法
律
の
施

行
に
伴
う
も
の
等
の
変
更
や

引
用
条
項
を
修
正
す
る
も
の

等
で
、
可
決
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
案
件

そ 

の 

他

陳
情

町が所有することとなった森林組合加工所跡

町民プールが計画される温泉館周辺

町内各地を巡る中学校のスクールバス

建て替えが採択された平家山集会所

町道認定が採択された五分市林道

教
育
民
政
観
光
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　審 

査 

報 

告
議案

陳情

2件

8件

　九
重
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
と
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
に
係
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
。

　介
護
保
険
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
市
町
村
が
国
の

基
準
を
参
考
に
し
て
条
例
を

定
め
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
。

　平
成
24
年
５
月
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
が
公
布
さ
れ
、
市
町
村

が
国
の
基
準
を
参
考
に
し
て

条
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
温
泉
館
・
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
は
。

　平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

の
１
年
間
に
か
か
る
当
該
施

設
の
指
定
管
理
者
に
、
夢
・

グ
ル
ー
プ
企
画
の
代
表
者

　

日
隈
博
美
さ
ん
を
指
定
す
る

も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　飯
田
中
学
校
図
書
整
備

基
金
条
例
の
廃
止
と
、
こ
こ

の
え
緑
陽
中
学
校
図
書
整

備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
。

　平
成
25
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
「
飯
田
中
学
校
」
が

閉
校
に
な
る
こ
と
か
ら
、
同

校
図
書
整
備
を
目
的
と
し
た

条
例
を
廃
止
し
、
統
合
先
の

「
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
」

に
基
金
を
引
き
継
ぐ
も
の
で

す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　通
学
費
補
助
に
関
す
る
条

例
の一
部
改
正
に
つい
て
は
。

　町
内
４
つ
の
中
学
校
が

「
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
」

に
統
合
さ
れ
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
よ
る
通
学
と
な
り
、
通

学
費
の
補
助
対
象
か
ら
中
学

生
が
除
外
さ
れ
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　狭
間
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
は
。

　平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

の
４
年
間
に
か
か
る
指
定
管

理
者
に
、
「
狭
間
行
政
区
、

区
長
赤
峰
節
也
さ
ん
」
を
指

定
す
る
も
の
で
す
。

　大
分
県
栄
養
士
会
、会
長

安
部
澄
子
さ
ん
外
３
名
か
ら

出
さ
れ
た「
市
町
村
管
理
栄

養
士
配
置
に
関
す
る
陳
情
」

は
。　市

町
村
の
保
健
・
介
護
、

国
保
、
福
祉
部
門
に
管
理
栄

養
士
の
正
規
職
員
配
置
を
求

め
る
内
容
で
あ
り
ま
す
。
各

部
門
に
お
け
る
管
理
栄
養
士

の
必
要
性
は
理
解
で
き
ま
す

が
、
九
重
町
の
財
政
規
模
で

は
、
各
部
門
へ
の
正
規
職
員

配
置
は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
陳
情
の
趣
旨
は
充

分
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら「
趣

旨
採
択
」
と
し
、
今
後
も
計

画
的
な
職
員
配
置
を
行
う
こ

と
を
要
望
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　平
家
山
区
長

　高
岡
秀
和

さ
ん
か
ら
の「
平
家
山
集
会

所
の
建
て
替
え
を
求
め
る
陳

情
」に
つ
い
て
は
。

　経
年
劣
化
に
よ
り
内
外
装

や
基
礎
そ
の
物
も
老
朽
化

し
、
緊
急
時
の
避
難
場
所
と

し
て
使
用
す
る
に
も
不
安
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
騒
音
振
動

対
策
を
施
し
、
高
齢
化
が
進

む
地
区
の
現
状
も
踏
ま
え
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
集
会

所
と
し
て
建
て
替
え
を
求
め

る
陳
情
で
あ
り
、
採
択
し
ま

し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　川
下
南
区
長

　内
田
正
男

さ
ん
他
１
名
か
ら
の
町
道
認

定
を
求
め
る
陳
情
は
。

　地
元
が
管
理
し
て
い
る
五

分
市
林
道
の
町
道
認
定
を
求

め
る
も
の
で
、
町
道

下
右
田
竜
門
線
の
開

通
に
伴
い
、
松
木
地

区
の
住
民
等
が
役
場

や
大
分
方
面
へ
向
か

う
道
路
と
し
て
、
利

用
者
も
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
採
択
し
ま

し
た
。

可
決
さ
れ
た
案
件

み
な
さ
ん
の
陳
情
は

　
　
　

  

こ
う
な
り
ま
し
た
。



67

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　審 

査 

報 

告
議案

16件
陳情

1件

　災
害
派
遣
手
当
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
。

　新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
、
災
害
発
生
時
に
復
旧
や

応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め

他
の
自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ

た
職
員
に
手
当
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
は
。

　新
た
に
「
町
民
プ
ー
ル
設

置
事
業
」
を
加
え
、
中
学
校

プ
ー
ル
を
兼
ね
た
一
般
町
民

も
利
用
で
き
る
施
設
を
こ
こ
の

え
温
泉
館
周
辺
に
設
置
す
る

計
画
等
を
加
え
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス

等
運
行
事
業
に
関
す
る
条
例

の一
部
改
正
に
つい
て
は
。

　　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
使

用
料
は
中
学
生
以
上
一
回
三

百
円
、
小
学
生
一
回
百
五
十

円
。
６
歳
以
下
は
無
料
で
す

が
「
障
害
者
割
引
」
と
し
て

中
学
生
以
上
百
五
十
円
、
小

学
生
一
回
八
十
円
と
す
る
も

の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　道
路
認
定
に
つ
い
て
は
。

　梶
屋
菅
原
支
線
は
、
町
道

梶
屋
菅
原
線
か
ら
分
岐
し
菅

原
天
満
宮
ま
で
を
結
ぶ
85
・

５
ｍ
の
区
間
と
室
園
支
線
は

町
道
室
園
線
か
ら
分
岐
し
た

20
・
４
ｍ
で
、
い
ず
れ
も
認

定
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　簡
易
水
道
布
設
事
業
に
関

す
る
補
助
条
例
の
全
部
改
正

に
つ
い
て
は
。

　町
営
水
道
の
給

水
区
域
外
で
運
営

さ
れ
て
い
る
地
区

水
道
の
施
設
の
改

修
や
水
源
確
保
が

喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
補
助

基
準
や
補
助
対
象

を
拡
大
す
る
も
の

で
、
給
水
戸
数
３

戸
以
上
か
ら
２
戸

以
上
に
改
め
、
補

助
率
を
事
業
費
の

30
％
以
内
か
ら
２

分
の
１
以
内
に
引

上
げ
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　財
産
取
得
に
つ
い
て
は
。

　玖
珠
郡
森
林
組
合
の
木
材

製
材
加
工
所
跡
地
で
面
積
が

約
９
２
７
８
㎡
と
広
く
、
静

寂
な
場
所
で
あ
り
、
　今
後
、

企
業
誘
致
や
定
住
促
進
な
ど

幅
広
く
活
用
が
見
込
め
る
こ

と
か
ら
取
得
す
る
も
の
で

す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
ふ
る
さ
と
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
は
。

　平
成
19
年
よ
り
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
３
月
31
日

で
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
４
月
１
日
以

降
の
４
年
間
を
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
に
諮
っ
た
結
果

選
定
し
た
「
九
重
ふ
る
さ
と

館
活
性
化
協
議
会
」
代
表
飯

田
か
よ
美
氏
さ
ん
の
指
定
に

つ
い
て
認
定
し
た
も
の
で

す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　災
害
住
宅
資
金
貸
付
審
議

会
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
災
害
対
策
本
部
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
防
災
会
議
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
水
道
事
業
の
布
設

工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術

管
理
者
の
資
格
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
町
道
の
構
造
の
技

術
的
基
準
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
準
用
河
川
管
理
施

設
等
の
構
造
の
技
術
的
基
準

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
町
営
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
町
営
改
良
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
道
路
占
用
及
び
占

用
料
徴
収
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
。

　平
成
25
年
度
組
織
機
構
の

見
直
し
や
関
係
法
律
の
施

行
に
伴
う
も
の
等
の
変
更
や

引
用
条
項
を
修
正
す
る
も
の

等
で
、
可
決
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
案
件

そ 

の 

他

陳
情

町が所有することとなった森林組合加工所跡

町民プールが計画される温泉館周辺

町内各地を巡る中学校のスクールバス

建て替えが採択された平家山集会所

町道認定が採択された五分市林道

教
育
民
政
観
光
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　審 

査 

報 

告
議案

陳情

2件

8件

　九
重
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
と
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
に
係
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
。

　介
護
保
険
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
市
町
村
が
国
の

基
準
を
参
考
に
し
て
条
例
を

定
め
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
。

　平
成
24
年
５
月
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
が
公
布
さ
れ
、
市
町
村

が
国
の
基
準
を
参
考
に
し
て

条
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　九
重
町
温
泉
館
・
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
は
。

　平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

の
１
年
間
に
か
か
る
当
該
施

設
の
指
定
管
理
者
に
、
夢
・

グ
ル
ー
プ
企
画
の
代
表
者

　

日
隈
博
美
さ
ん
を
指
定
す
る

も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　飯
田
中
学
校
図
書
整
備

基
金
条
例
の
廃
止
と
、
こ
こ

の
え
緑
陽
中
学
校
図
書
整

備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
。

　平
成
25
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
「
飯
田
中
学
校
」
が

閉
校
に
な
る
こ
と
か
ら
、
同

校
図
書
整
備
を
目
的
と
し
た

条
例
を
廃
止
し
、
統
合
先
の

「
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
」

に
基
金
を
引
き
継
ぐ
も
の
で

す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　通
学
費
補
助
に
関
す
る
条

例
の一
部
改
正
に
つい
て
は
。

　町
内
４
つ
の
中
学
校
が

「
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
」

に
統
合
さ
れ
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
よ
る
通
学
と
な
り
、
通

学
費
の
補
助
対
象
か
ら
中
学

生
が
除
外
さ
れ
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の
で
す
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　狭
間
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
は
。

　平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

の
４
年
間
に
か
か
る
指
定
管

理
者
に
、
「
狭
間
行
政
区
、

区
長
赤
峰
節
也
さ
ん
」
を
指

定
す
る
も
の
で
す
。

　大
分
県
栄
養
士
会
、会
長

安
部
澄
子
さ
ん
外
３
名
か
ら

出
さ
れ
た「
市
町
村
管
理
栄

養
士
配
置
に
関
す
る
陳
情
」

は
。　市

町
村
の
保
健
・
介
護
、

国
保
、
福
祉
部
門
に
管
理
栄

養
士
の
正
規
職
員
配
置
を
求

め
る
内
容
で
あ
り
ま
す
。
各

部
門
に
お
け
る
管
理
栄
養
士

の
必
要
性
は
理
解
で
き
ま
す

が
、
九
重
町
の
財
政
規
模
で

は
、
各
部
門
へ
の
正
規
職
員

配
置
は
困
難
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
陳
情
の
趣
旨
は
充

分
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら「
趣

旨
採
択
」
と
し
、
今
後
も
計

画
的
な
職
員
配
置
を
行
う
こ

と
を
要
望
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　平
家
山
区
長

　高
岡
秀
和

さ
ん
か
ら
の「
平
家
山
集
会

所
の
建
て
替
え
を
求
め
る
陳

情
」に
つ
い
て
は
。

　経
年
劣
化
に
よ
り
内
外
装

や
基
礎
そ
の
物
も
老
朽
化

し
、
緊
急
時
の
避
難
場
所
と

し
て
使
用
す
る
に
も
不
安
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
騒
音
振
動

対
策
を
施
し
、
高
齢
化
が
進

む
地
区
の
現
状
も
踏
ま
え
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
集
会

所
と
し
て
建
て
替
え
を
求
め

る
陳
情
で
あ
り
、
採
択
し
ま

し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　川
下
南
区
長

　内
田
正
男

さ
ん
他
１
名
か
ら
の
町
道
認

定
を
求
め
る
陳
情
は
。

　地
元
が
管
理
し
て
い
る
五

分
市
林
道
の
町
道
認
定
を
求

め
る
も
の
で
、
町
道

下
右
田
竜
門
線
の
開

通
に
伴
い
、
松
木
地

区
の
住
民
等
が
役
場

や
大
分
方
面
へ
向
か

う
道
路
と
し
て
、
利

用
者
も
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
採
択
し
ま

し
た
。

可
決
さ
れ
た
案
件

み
な
さ
ん
の
陳
情
は

　
　
　

  

こ
う
な
り
ま
し
た
。



９ ８

　
　
　『
人
材
育
成
』
の
字

を
使
っ
て
い
る
が
、
人
は
材

料
で
無
く
財
産
だ
。
今
後

は
、
『
人
財
育
成
』
と
し
た

ら
ど
う
か
。

　人
財
育
成
の
必
要
性
に
つ

い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　就
農
者
研
修
支
援
事
業
補

助
金
は
、
４
年
で
５
０
０
万

か
ら
１
０
０
万
へ
と
毎
年
減

額
。　社

会
教
育
で
の
人
財
育
成

事
業
利
用
者
が
少
な
い
か
ら

と
補
助
率
を
70
％
か
ら
90
％

へ
変
更
す
る
よ
う
だ
が
、
行

政
は
町
民
へ
研
修
先
の
提
案

を
し
て
い
る
の
か
、
大
事
な

の
は
、
問
題
点
の
洗
い
出
し

と
次
の
仕
掛
け
で
あ
る
。

　人
財
を
育
て
る
目
標
と
策

を
ど
の
よ
う
に
練
っ
て
い
る

か
。　

　
　人
づ
く
り
は
町
づ
く

り
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人

材
育
成
は
大
変
重
要
で
あ

る
が
、
取
り
組
み
は
大
変
難

し
い
も
の
が
あ
る
。
グ
ル
ー

プ
と
し
て
ま
と
め
て
活
動
し

や
す
い
方
向
に
持
っ
て
行
く

の
が
行
政
の
役
目
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　町
民
の
皆
さ
ん
の

自
治
能
力
を
高
め
て
行
く
仕

事
に
寄
り
添
っ
て
行
く
全
て

の
施
策
。
事
業
を
通
し
て
一

緒
に
物
を
考
え
て
行
く
こ
と

が
人
材
育
成
だ
し
人
づ
く
り

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　所
得
な
く
し
て
定
住

無
し
。
九
重
町
は
農
業
と
観

光
を
ど
う
活
気
づ
け
意
欲
あ

る
産
業
に
す
る
か
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
。
今
の
施
策

や
仕
組
み
で
は
、
明
る
い
兆

し
が
見
え
な
い
。
現
状
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　ま
た
、
町
長
等
の
特
別
職

や
職
員
の
給
与
費
の
合
計
約

11
億
円
の
数
％
を
活
用
し
地

域
振
興
、
商
業
振
興
等
に
貢

献
で
き
な
い
か
。

　
　
　農
業
の
問
題
は
、
自

分
達
で
価
格
を
決
定
す
る
事

が
出
来
な
い
。
市
場
の
価
格

決
定
に
右
に
な
ら
え
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
行
政
で
や
れ
る

の
は
限
ら
れ
て
い
る
。
生
産

部
会
の
人
た
ち
と
協
議
し
な

が
ら
支
援
を
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　ま
た
、
給
与
費
の
一
部
を

活
用
し
て
地
域
振
興
や
商
業

振
興
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
私
の
一
存
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　提
案
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
組
合
等
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　結
婚
し
た
が
、
不
妊

で
悩
ん
で
い
る
方
も
い
る
。

相
談
事
業
や
治
療
支
援
が
不

十
分
で
あ
る
。
高
度
な
治
療

で
は
50
〜
60
万
円
要
る
と
聞

く
。
１
回
10
万
円
の
治
療
補

助
で
は
少
な
い
。
町
独
自
の

仕
掛
け
や
仕
組
み
を
考
え
る

べ
き
だ
。
子
ど
も
が
生
ま
れ

れ
ば
１
万
人
定
住
に
つ
な
が

る
の
で
は
。

　
　
　21
年
度
よ
り
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
１
回
10
万
を

上
限
と
し
２
回
ま
で
、
県
内

で
は
２
回
助
成
は

竹
田
市
と
九
重
町

だ
け
で
あ
る
。
デ

リ
ケ
ー
ト
な
部
分

も
あ
り
、
積
極
的

に
保
健
師
を
訪
問

さ
せ
る
こ
と
は
出

来
か
ね
る
が
、
今

後
、
母
子
保
健

推
進
員
や
主
任
児

童
委
員
等
に
も
積

極
的
な
周
知
で
制

度
を
広
め
て
い
き

た
い
。

　具
体
的
に
聞
き

た
い
と
要
請
が
あ

れ
ば
訪
問
も
す

る
。

　
　
　九
重
町
の
職
員
給
与

は
国
家
公
務
員
を
１
０
０
と

し
て
給
与
水
準
を
示
す
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
が
、
23
年
度

は
１
０
２
・
７
で
全
国
の
類

似
団
体
、
51
町
村
の
中
で
一

番
高
い
、
全
国
町
村
平
均
は

95
・
３
な
の
で
突
出
し
て
い

る
。
24
年
度
は
若
干
下
が
っ

て
い
る
と
は
思
う
が
、
こ
の

給
与
水
準
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　九
州
は
東
北
、
北
海

道
に
比
べ
て
給
与
水
準
が
高

く
、
そ
の
中
で
も
大
分
県
が

全
体
的
に
高
い
。
類
似
町
村

の
中
で
は
一
番
高
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
24
年
は
大
分
県

の
中
で
は
下
か
ら
４
番
目

で
、
低
い
状
況
に
あ
り
今
後

も
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
１

０
０
を
超
さ
な
い
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
。

　
　
　政
府
は
東
日
本
大
震

災
の
復
興
財
源
確
保
で
国
家

公
務
員
給
与
を
平
均
７
・

８
％
引
き
下
げ
た
の
で
、
今

九
重
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
１
０
８
に
な
っ
て
い

る
。
政
府
は
地
方
に
国
と
同

様
の
削
減
を
求
め
て
お
り
、

13
年
７
月
か
ら
の
地
方
公
務

員
給
与
の
削
減
実
施
を
念
頭

に
地
方
交
付
税
を
削
減
し
て

い
る
。
九
重
町
は
ど
う
す
る

の
か
。

　
　
　地
方
公
務
員
給
与
削

減
を
念
頭
の
地
方
交
付
税
の

削
減
に
は
、
６
団
体
で
異
議

を
申
し
出
て
い
る
が
、
国
も

カ
ッ
ト
を
し
て
い
る
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
今
後
県
内
の

情
勢
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

県
内
の
町
村
会
や
市
長
会
と

一
緒
に
な
っ
て
、
７
月
に
向

け
て
こ
れ
か
ら
労
使
交
渉
を

し
て
い
く
。

　
　
　環
境
問
題
等
に
よ

り
、
電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
が
増
え
て
い
る
が

九
重
町
に
充
電
施
設
が
な
い

の
で
福
岡
か
ら
来
る
人
が
、

日
田
で
一
度
高
速
を
お
り
て

充
電
を
し
て
九
重
に
来
る
と

い
う
話
を
聞
く
。
自
然
と
の

共
生
を
町
づ
く
り
の
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
九
重
町
で
も
あ

る
の
で
ふ
る
さ
と
館
に
充
電

設
備
の
設
置
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

　
　
　九
重
町
の
発
展
の
た

め
に
は
農
業
、
観
光
、
商
業

が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
組
織
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
。
地
産
地
消

や
観
光
農
業
、
農
業
体
験
等

九
重
町
の
活
性
化
の
た
め
に

は
中
心
と
な
る
「
コ
ア
」
づ

く
り
に
、
企
画
調
整
課
と
農

林
課
、
商
工
観
光
課
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　仮
称
の
「
九
重
地
産

地
消
連
絡
会
議
」
を
立
ち
あ

げ
協
議
を
し
て
い
る
が
、
進

展
が
な
い
現
状
で
あ
る
。

　観
光
の
分
野
で
も
新
た
な

素
材
の
発
掘
で
着
地
型
や

体
験
型
の
観
光
を
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
方

向
性
は
見
え
て
い
な
い
が
町

の
将
来
の
た
め
に
は
重
要
な

施
策
で
あ
る
の
で
、
事
業
化

に
向
け
て
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。

５人の議員より一般質問
役場職員給与高いのでは
全国類似町村の中では高いが、24年度は県内では下から４番目

佐
藤

　
博
美

人財（材）育成  本気で取り組め
活動しやすい方向に

江
藤

　
一
幸

佐
藤

佐
藤

佐
藤

町
長

佐
藤

町
長

町
長

町
長

町
長

江
藤

江
藤

　　　

教
育
長

江
藤

町
長

役
場
職
員
給
与

高
い
の
で
は

人
財
育
成

本
気
で
取
り
組
め

基
幹
産
業
の

振
興
に
力
を
！

人
材
育
成
は

重
要
課
題
！

関
係
者
や

担
当
課
と
協
議

要
請
あ
れ
ば

訪
問
す
る

町
独
自
の

不
妊
治
療
支
援
を

電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
を

農
業
、観
光
、商
業
が

一
体
と
な
っ
た

組
織
づ
く
り
が
必
要

将
来
の
た
め
に
は

重
要
な
施
策

事
業
化
に
向
け
て
協
議

７
月
の
削
減
に
向
け
て

労
使
交
渉
を

全
国
の
類
似
町
村
の

中
で
は
高
い
が

24
年
度
は
県
内
で
は

下
か
ら
４
番
目

国
会
公
務
員
給
与

24
年
度
か
ら
７・８
％

引
き
下
げ

九
重
町
は
ど
う
す
る

電気自動車充電設備が望まれるふるさと館

商品券を使ってのお買物

国
の
補
助
事
業
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い

　
　
　県
内
に
は
一
般
開
放

の
充
電
設
備
が
18
箇
所
あ
る

が
九
重
町
に
は
な
い
。

　設
置
を
す
る
に
は
数
百
万

位
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。

25
年
度
に
県
が
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
。
こ
れ
に
合
致
す
れ
ば
３

分
の
２
の
補
助
が
あ
る
。
ま

た
経
済
産
業
省
の
予
算
で
す

れ
ば
２
分
の
１
の
補
助
が
あ

る
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

町
長

・
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　『
人
材
育
成
』
の
字

を
使
っ
て
い
る
が
、
人
は
材

料
で
無
く
財
産
だ
。
今
後

は
、
『
人
財
育
成
』
と
し
た

ら
ど
う
か
。

　人
財
育
成
の
必
要
性
に
つ

い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　就
農
者
研
修
支
援
事
業
補

助
金
は
、
４
年
で
５
０
０
万

か
ら
１
０
０
万
へ
と
毎
年
減

額
。　社

会
教
育
で
の
人
財
育
成

事
業
利
用
者
が
少
な
い
か
ら

と
補
助
率
を
70
％
か
ら
90
％

へ
変
更
す
る
よ
う
だ
が
、
行

政
は
町
民
へ
研
修
先
の
提
案

を
し
て
い
る
の
か
、
大
事
な

の
は
、
問
題
点
の
洗
い
出
し

と
次
の
仕
掛
け
で
あ
る
。

　人
財
を
育
て
る
目
標
と
策

を
ど
の
よ
う
に
練
っ
て
い
る

か
。　

　
　人
づ
く
り
は
町
づ
く

り
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人

材
育
成
は
大
変
重
要
で
あ

る
が
、
取
り
組
み
は
大
変
難

し
い
も
の
が
あ
る
。
グ
ル
ー

プ
と
し
て
ま
と
め
て
活
動
し

や
す
い
方
向
に
持
っ
て
行
く

の
が
行
政
の
役
目
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　町
民
の
皆
さ
ん
の

自
治
能
力
を
高
め
て
行
く
仕

事
に
寄
り
添
っ
て
行
く
全
て

の
施
策
。
事
業
を
通
し
て
一

緒
に
物
を
考
え
て
行
く
こ
と

が
人
材
育
成
だ
し
人
づ
く
り

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　所
得
な
く
し
て
定
住

無
し
。
九
重
町
は
農
業
と
観

光
を
ど
う
活
気
づ
け
意
欲
あ

る
産
業
に
す
る
か
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
。
今
の
施
策

や
仕
組
み
で
は
、
明
る
い
兆

し
が
見
え
な
い
。
現
状
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　ま
た
、
町
長
等
の
特
別
職

や
職
員
の
給
与
費
の
合
計
約

11
億
円
の
数
％
を
活
用
し
地

域
振
興
、
商
業
振
興
等
に
貢

献
で
き
な
い
か
。

　
　
　農
業
の
問
題
は
、
自

分
達
で
価
格
を
決
定
す
る
事

が
出
来
な
い
。
市
場
の
価
格

決
定
に
右
に
な
ら
え
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
行
政
で
や
れ
る

の
は
限
ら
れ
て
い
る
。
生
産

部
会
の
人
た
ち
と
協
議
し
な

が
ら
支
援
を
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　ま
た
、
給
与
費
の
一
部
を

活
用
し
て
地
域
振
興
や
商
業

振
興
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
私
の
一
存
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　提
案
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
組
合
等
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　結
婚
し
た
が
、
不
妊

で
悩
ん
で
い
る
方
も
い
る
。

相
談
事
業
や
治
療
支
援
が
不

十
分
で
あ
る
。
高
度
な
治
療

で
は
50
〜
60
万
円
要
る
と
聞

く
。
１
回
10
万
円
の
治
療
補

助
で
は
少
な
い
。
町
独
自
の

仕
掛
け
や
仕
組
み
を
考
え
る

べ
き
だ
。
子
ど
も
が
生
ま
れ

れ
ば
１
万
人
定
住
に
つ
な
が

る
の
で
は
。

　
　
　21
年
度
よ
り
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
１
回
10
万
を

上
限
と
し
２
回
ま
で
、
県
内

で
は
２
回
助
成
は

竹
田
市
と
九
重
町

だ
け
で
あ
る
。
デ

リ
ケ
ー
ト
な
部
分

も
あ
り
、
積
極
的

に
保
健
師
を
訪
問

さ
せ
る
こ
と
は
出

来
か
ね
る
が
、
今

後
、
母
子
保
健

推
進
員
や
主
任
児

童
委
員
等
に
も
積

極
的
な
周
知
で
制

度
を
広
め
て
い
き

た
い
。

　具
体
的
に
聞
き

た
い
と
要
請
が
あ

れ
ば
訪
問
も
す

る
。

　
　
　九
重
町
の
職
員
給
与

は
国
家
公
務
員
を
１
０
０
と

し
て
給
与
水
準
を
示
す
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
が
、
23
年
度

は
１
０
２
・
７
で
全
国
の
類

似
団
体
、
51
町
村
の
中
で
一

番
高
い
、
全
国
町
村
平
均
は

95
・
３
な
の
で
突
出
し
て
い

る
。
24
年
度
は
若
干
下
が
っ

て
い
る
と
は
思
う
が
、
こ
の

給
与
水
準
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　九
州
は
東
北
、
北
海

道
に
比
べ
て
給
与
水
準
が
高

く
、
そ
の
中
で
も
大
分
県
が

全
体
的
に
高
い
。
類
似
町
村

の
中
で
は
一
番
高
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
24
年
は
大
分
県

の
中
で
は
下
か
ら
４
番
目

で
、
低
い
状
況
に
あ
り
今
後

も
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
１

０
０
を
超
さ
な
い
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
。

　
　
　政
府
は
東
日
本
大
震

災
の
復
興
財
源
確
保
で
国
家

公
務
員
給
与
を
平
均
７
・

８
％
引
き
下
げ
た
の
で
、
今

九
重
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
１
０
８
に
な
っ
て
い

る
。
政
府
は
地
方
に
国
と
同

様
の
削
減
を
求
め
て
お
り
、

13
年
７
月
か
ら
の
地
方
公
務

員
給
与
の
削
減
実
施
を
念
頭

に
地
方
交
付
税
を
削
減
し
て

い
る
。
九
重
町
は
ど
う
す
る

の
か
。

　
　
　地
方
公
務
員
給
与
削

減
を
念
頭
の
地
方
交
付
税
の

削
減
に
は
、
６
団
体
で
異
議

を
申
し
出
て
い
る
が
、
国
も

カ
ッ
ト
を
し
て
い
る
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
今
後
県
内
の

情
勢
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

県
内
の
町
村
会
や
市
長
会
と

一
緒
に
な
っ
て
、
７
月
に
向

け
て
こ
れ
か
ら
労
使
交
渉
を

し
て
い
く
。

　
　
　環
境
問
題
等
に
よ

り
、
電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
が
増
え
て
い
る
が

九
重
町
に
充
電
施
設
が
な
い

の
で
福
岡
か
ら
来
る
人
が
、

日
田
で
一
度
高
速
を
お
り
て

充
電
を
し
て
九
重
に
来
る
と

い
う
話
を
聞
く
。
自
然
と
の

共
生
を
町
づ
く
り
の
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
九
重
町
で
も
あ

る
の
で
ふ
る
さ
と
館
に
充
電

設
備
の
設
置
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

　
　
　九
重
町
の
発
展
の
た

め
に
は
農
業
、
観
光
、
商
業

が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
組
織
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
。
地
産
地
消

や
観
光
農
業
、
農
業
体
験
等

九
重
町
の
活
性
化
の
た
め
に

は
中
心
と
な
る
「
コ
ア
」
づ

く
り
に
、
企
画
調
整
課
と
農

林
課
、
商
工
観
光
課
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　仮
称
の
「
九
重
地
産

地
消
連
絡
会
議
」
を
立
ち
あ

げ
協
議
を
し
て
い
る
が
、
進

展
が
な
い
現
状
で
あ
る
。

　観
光
の
分
野
で
も
新
た
な

素
材
の
発
掘
で
着
地
型
や

体
験
型
の
観
光
を
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
方

向
性
は
見
え
て
い
な
い
が
町

の
将
来
の
た
め
に
は
重
要
な

施
策
で
あ
る
の
で
、
事
業
化

に
向
け
て
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。

５人の議員より一般質問
役場職員給与高いのでは
全国類似町村の中では高いが、24年度は県内では下から４番目

佐
藤

　
博
美

人財（材）育成  本気で取り組め
活動しやすい方向に

江
藤

　
一
幸

佐
藤

佐
藤

佐
藤

町
長

佐
藤

町
長

町
長

町
長

町
長

江
藤

江
藤

　　　

教
育
長

江
藤

町
長

役
場
職
員
給
与

高
い
の
で
は

人
財
育
成

本
気
で
取
り
組
め

基
幹
産
業
の

振
興
に
力
を
！

人
材
育
成
は

重
要
課
題
！

関
係
者
や

担
当
課
と
協
議

要
請
あ
れ
ば

訪
問
す
る

町
独
自
の

不
妊
治
療
支
援
を

電
気
自
動
車
の
充
電
設
備
を

農
業
、観
光
、商
業
が

一
体
と
な
っ
た

組
織
づ
く
り
が
必
要

将
来
の
た
め
に
は

重
要
な
施
策

事
業
化
に
向
け
て
協
議

７
月
の
削
減
に
向
け
て

労
使
交
渉
を

全
国
の
類
似
町
村
の

中
で
は
高
い
が

24
年
度
は
県
内
で
は

下
か
ら
４
番
目

国
会
公
務
員
給
与

24
年
度
か
ら
７・８
％

引
き
下
げ

九
重
町
は
ど
う
す
る

電気自動車充電設備が望まれるふるさと館

商品券を使ってのお買物

国
の
補
助
事
業
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い

　
　
　県
内
に
は
一
般
開
放

の
充
電
設
備
が
18
箇
所
あ
る

が
九
重
町
に
は
な
い
。

　設
置
を
す
る
に
は
数
百
万

位
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。

25
年
度
に
県
が
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
。
こ
れ
に
合
致
す
れ
ば
３

分
の
２
の
補
助
が
あ
る
。
ま

た
経
済
産
業
省
の
予
算
で
す

れ
ば
２
分
の
１
の
補
助
が
あ

る
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

町
長

・
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　県
道
飯
田
高
原
中
村

線
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、

平
成
17
年
発
生
の
災
害
が
仮

復
旧
の
ま
ま
だ
が
、
土
木
事

務
所
と
の
協
議
は
、
町
の
考

え
や
対
応
策
は
。

　
　
　隣
接
地
権
者
の
同
意

が
得
ら
れ
ず
推
移
し
て
い
る

が
、
国
、
県
と
工
法
も
含
め

協
議
中
で
あ
り
。
土
地
に
問

題
が
あ
っ
て
も
法
律
で
復
旧

で
き
る
よ
う
、
県
、
国
へ
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
と

協
力
し
て
地
権
者
と
交
渉
し

て
い
く
。

　
　
　現
在
多
く
の
工
事
が

さ
れ
て
い
る
が
町
民
に
も
計

画
を
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　現
在
３
ヶ
所
工
事
中

で
あ
り
、
野
上
交
差
点
付
近

は
27
年
完
成
予
定
、
河
内
の

町
水
道
配
水
池
付
近
は
27
年

完
成
予
定
。
ま
た
、
飯
中
先

バ
イ
パ
ス
完
成
27
年
予
定
で

あ
り
事
業
費
３
件
で
約
30
億

と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
衰

退
し
て
い
る
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
　ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の

交
流
、
活
性
化
に
つ
な
が
る

が
、
現
在
の
社
会
的
な
事
情

等
か
ら
か
以
前
み
た
い
な
活

発
な
も
の
で
は
な
い
。
地
区

ご
と
に
差
は
あ
る
が
活
動
が

停
滞
し
て
い
る
と
思
う
。

　
　
　地
域
活
性
化
に
向
け

た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
町
と

し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
　各
体
育
協
会
は
行
政

か
ら
独
立
し
て
運
営
し
て
い

る
が
、
行
政
の
支
援
が
な
け

れ
ば
活
発
な
運
動
も
で
き
な

い
と
思
う
。
今
年
度
か
ら
公

民
館
に
も
職
員
が
配
置
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
と
協

力
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
っ
て
い
く
。

 
 

　福
祉
施
策
に
取
り
組

む
、
町
の
現
状
と
課
題
は
。

　
　
　少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
問
題
が

多
い
が
、
昔
で
あ
れ
ば
地
域

や
家
庭
で
賄
い
が
で
き
て
い

た
。
今
は
行
政
や
他
の
機
関

で
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
大
き
な
町
の
課

題
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　町
と
し
て
厳
し
く
な

る
地
域
福
祉
の
推
進
を
ど
う

図
っ
て
い
く
か
。

　
　
　第
４
次
総
合
計
画
に

沿
っ
て
検
討
し
、
今
年
度
か

ら
高
齢
者
見
守
り
体
制
事
業

と
し
て
75
才
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
方
に
見
守
り
機
器

を
設
置
す
る
。
ま
た
24
時
間

３
６
５
日
対
話
で
き
る
電
話

相
談
に
も
取
り
組
む
。
福
祉

関
係
の
メ
ニ
ュ
ー
も
町
の
広

報
紙
等
で
知
ら
せ
る
。

県道飯田高原中村線の早期復旧を
県、国への要望強める

有
吉

　
富
生

有
吉

有
吉

有
吉

町
長

町
長

町
長 県

道
飯
田
高
原

中
村
線
の
早
期
復
旧
を

県・国
へ
の
要
望

強
め
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

に
つ
い
て

有
吉

町
長

有
吉 地

域
福
祉
の
推
進

に
つ
い
て

公
民
館
職
員
を

活
用
し
て

見
守
り
事
業
や

電
話
相
談
で

県
道
飯
田
高
原

中
村
線
の
改
良

計
画
に
つ
い
て

27
年
度
に
完
成
予
定

３
件
で
30
億
円

すこやかスポーツ駅伝大会で一斉にスタートする選手

一日も早く復旧が望まれる飯田高原中村線

町
長

有
吉

町
長

　
　
　厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、
再
三
に
わ
た
り
、
九
重

町
の
農
業
振
興
を
求
め
る
質

問
が
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

　執
行
部
は
「
行
政
だ
け
の

力
で
は
む
ず
か
し
い
、
県
や

農
協
と
協
力
し
て
取
り
組
み

た
い
」
と
回
答
を
し
て
い
る

が
、
私
の
調
査
で
は
、
具
体

的
な
会
合
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
積
極
的
な
姿
が
見
ら
れ

な
い
。

　ま
た
、
将
来
的
に
不
可
欠

と
思
わ
れ
る
集
落
単
位
で
支

え
合
い
農
地
を
守
る
手
段
、

営
農
組
織
や
人
・
農
地
プ
ラ

ン
へ
の
取
組
み
に
し
て
も
、

農
協
と
の
連
携
不
足
が
明
ら

か
に
見
ら
れ
る
。

　特
に
山
間
部
の
多
い
九
重

町
に
お
い
て
、
今
や
ら
ね
ば

大
変
な
状
況
が
心
配
さ
れ
る
。

　販
売
戦
略
も
含
め
、
町
独

自
の
振
興
策
を
検
討
す
る
た

め
の
具
体
的
行
動
を
取
る
べ

き
で
は
。

　
　
　一
番
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
農
協
、
森
林
組
合
、

商
工
会
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

と
密
に
連
携
し
、
今
ま
で
の

取
組
み
を
反
省
し
、
今
後
は

実
行
に
移
し
て
い
き
た
い
。

　一
年
前
の
議
会
で
私
は
、

企
業
誘
致
に
対
す
る
町
の
対

応
の
甘
さ
を
指
摘
し
た
が
、

そ
の
後
、
誘
致
の
た
め
の
優

遇
措
置
を
整
備
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
情

報
発
信
し
て
い
る
と
い
う
。

　私
は
、
情
報
発
信
つ
ま
り

待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ

だ
と
言
い
た
い
。

　国
全
体
の
経
済
情
勢
が
悪

い
、
九
重
町
は
条
件
が
悪

い
、
様
々
な
困
難
は
理
解
で

き
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
待
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
足
を

運
び
、
直
接
行
動
し
な
け
れ

ば
実
現
は
む
ず
か
し
い
と
考

え
る
。
実
際
、
誘
致
セ
ミ

ナ
ー
を
都
市
圏
で
開
催
し
、

実
績
を
挙
げ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。

　若
者
が
働
く
場
を
地
元
で

確
保
す
る
こ
と
は
、
町
が
唱

え
る
「
一
万
人
定
住
」
に
は

不
可
欠
で
あ
る
。
町
政
の
責

任
を
も
っ
と
行
動
で
果
た
す

べ
き
だ
が
。

　
　
　企
業
か
ら
の
打
診
は

あ
る
の
で
、
今
回
の
優
遇
策

で
、
誘
致
の
確
率
も
上
が
っ

て
い
く
だ
ろ
う
と
思
う
。

　具
体
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

行
動
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で

あ
る
。

　
　
　こ
ど
も
園
の
施
設
は

老
朽
化
し
て
お
り
、
町
民
に

我
慢
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
早
急
に
対
応
を
す
べ
き

で
は
。

　
　
　
　今
年
度
、
基
本
計

画
を
作
り
上
げ
る
。

　
　
　民
営
化
の
可
能
性
は

あ
る
の
か
。

　こ
ど
も
園
は
現
在
公
立
で

運
営
し
て
い
る
が
、
様
々
な

課
題
も
あ
る
。
受
入
自
体
に

制
限
、
保
育
す
る
曜
日
や
時

間
の
制
限
、
こ
れ
ら
は
公
立

で
あ
る
が
た
め
に
、
厳
し
い

現
実
が
あ
る
。
一
方
民
営
で

あ
れ
ば
、
受
入
範
囲
、
保
育

曜
日
、
時
間
も
ず
い
分
と
自

由
に
設
定
で
き
る
。

　施
設
整
備
費
や
運
営
費
と

い
っ
た
補
助
金
も
充
実
し
て

い
る
。
町
民
は
民
営
化
と
い

え
ば
不
安
を
感
じ
る
面
も
あ

る
と
思
う
が
、
法
律
で
行
政

が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
理
解
も
得
ら
れ
る
と
考

え
る
。

　子
育
て
を
し
や
す
い
環
境

を
作
る
こ
と
は
、
保
護
者
の

た
め
だ
け
に
止
ま

ら
ず
、
定
住
一
万

に
向
け
た
町
の
た

め
に
も
重
要
課
題

で
あ
る
と
思
う
。

　教
育
委
員
会
に

お
い
て
、
早
急
に
調
査
、
研

究
を
は
じ
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　一番
良
い
方
法
は
、

し
っ
か
り
し
た
民
間
法
人
に

受
け
て
い
た
だ
き
、
町
も
支

援
し
な
が
ら
保
護
者
が
望
む

中
身
に
な
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
。

　し
か
し
、
今
は
一
日
も
早

く
施
設
整
備
を
す
る
こ
と
が

先
決
で
あ
る
。

佐
藤

佐
藤

佐
藤

町
長

町
長

町
独
自
の

農
業
振
興
策
を

雇
用
対
策
は

町
の
責
任
で

こ
ど
も
園
の
今
後
は

施
設
整
備
が
第
一

実
行
に
移
し
た
い

今
後
の
課
題

農
業
・
雇
用
対
策

と
り
く
み
が
不
十
分
だ

反
省
を
ふ
ま
え
実
行
に
移
す

佐
藤

　
明
郎

教
育
長

教
育
長

九重町
の宝た

ち

元気い
っぱい

の

こども園
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　県
道
飯
田
高
原
中
村

線
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、

平
成
17
年
発
生
の
災
害
が
仮

復
旧
の
ま
ま
だ
が
、
土
木
事

務
所
と
の
協
議
は
、
町
の
考

え
や
対
応
策
は
。

　
　
　隣
接
地
権
者
の
同
意

が
得
ら
れ
ず
推
移
し
て
い
る

が
、
国
、
県
と
工
法
も
含
め

協
議
中
で
あ
り
。
土
地
に
問

題
が
あ
っ
て
も
法
律
で
復
旧

で
き
る
よ
う
、
県
、
国
へ
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
と

協
力
し
て
地
権
者
と
交
渉
し

て
い
く
。

　
　
　現
在
多
く
の
工
事
が

さ
れ
て
い
る
が
町
民
に
も
計

画
を
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　現
在
３
ヶ
所
工
事
中

で
あ
り
、
野
上
交
差
点
付
近

は
27
年
完
成
予
定
、
河
内
の

町
水
道
配
水
池
付
近
は
27
年

完
成
予
定
。
ま
た
、
飯
中
先

バ
イ
パ
ス
完
成
27
年
予
定
で

あ
り
事
業
費
３
件
で
約
30
億

と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
衰

退
し
て
い
る
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
　ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の

交
流
、
活
性
化
に
つ
な
が
る

が
、
現
在
の
社
会
的
な
事
情

等
か
ら
か
以
前
み
た
い
な
活

発
な
も
の
で
は
な
い
。
地
区

ご
と
に
差
は
あ
る
が
活
動
が

停
滞
し
て
い
る
と
思
う
。

　
　
　地
域
活
性
化
に
向
け

た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
町
と

し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
　各
体
育
協
会
は
行
政

か
ら
独
立
し
て
運
営
し
て
い

る
が
、
行
政
の
支
援
が
な
け

れ
ば
活
発
な
運
動
も
で
き
な

い
と
思
う
。
今
年
度
か
ら
公

民
館
に
も
職
員
が
配
置
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
と
協

力
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
っ
て
い
く
。
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。
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と
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、
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。
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の
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。
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も
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は

老
朽
化
し
て
お
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、
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に

我
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を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
早
急
に
対
応
を
す
べ
き

で
は
。

　
　
　
　今
年
度
、
基
本
計

画
を
作
り
上
げ
る
。

　
　
　民
営
化
の
可
能
性
は

あ
る
の
か
。

　こ
ど
も
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は
現
在
公
立
で

運
営
し
て
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る
が
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様
々
な

課
題
も
あ
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。
受
入
自
体
に

制
限
、
保
育
す
る
曜
日
や
時

間
の
制
限
、
こ
れ
ら
は
公
立

で
あ
る
が
た
め
に
、
厳
し
い

現
実
が
あ
る
。
一
方
民
営
で

あ
れ
ば
、
受
入
範
囲
、
保
育

曜
日
、
時
間
も
ず
い
分
と
自

由
に
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で
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や
運
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費
と
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っ
た
補
助
金
も
充
実
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て
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る
。
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え
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安
を
感
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る
面
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と
思
う
が
、
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で
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政
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サ
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る

こ
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も
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務
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お

り
、
理
解
も
得
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る
と
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え
る
。
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て
を
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や
す
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を
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こ
と
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、
保
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者
の
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だ
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に
止
ま
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ず
、
定
住
一
万

に
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た
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に
も
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要
課
題

で
あ
る
と
思
う
。
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会
に

お
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て
、
早
急
に
調
査
、
研

究
を
は
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る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　一番
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い
方
法
は
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っ
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り
し
た
民
間
法
人
に

受
け
て
い
た
だ
き
、
町
も
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し
な
が
ら
保
護
者
が
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む

中
身
に
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こ
と
が
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と
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る
。
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、
今
は
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も
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く
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設
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を
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る
こ
と
が
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。
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佐
藤

　
明
郎

教
育
長

教
育
長

九重町
の宝た

ち

元気い
っぱい

の

こども園
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　こ
の
東
飯
田
に
生
ま
れ
、
15
年
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
す
が
、
そ
れ
で
も
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会

い
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　思
い
出
の
大
半
は
、
や
は
り
何
と

い
っ
て
も
、
こ
の
中
学
校
の
こ
と
で

す
。
だ
か
ら
、
正
直
に
言
え
ば
閉
校
す

る
と
聞
い
た
と
き
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。

　胸
が
潰
れ
る
ほ
ど
の
思
い
が
心
の
底

か
ら
こ
み
上
げ
て
く
る
の
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　東
飯
田
中
学
校
は
、
人
数
は
少
な
く

て
も
、
何
事
に
も
真
剣
に
、
全
校
生
徒

が
協
力
し
、
支
え
あ
い
な
が
ら
取
り
組

む
姿
勢
は
ど
こ
に
も
負
け
て
い
ま
せ
ん
。

い
え
、
人
数
が
少
な
い
分
、
一
人
ひ
と
り

が
主
役
と
し
て
輝
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の

学
校
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
学
校
だ
か
ら
こ
そ
な
し
得
た
こ

と
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
諸
先
輩
方
よ
り
積
み
上
げ
ら
れ
た

良
き
「
伝
統
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　私
た
ち
に
と
っ
て
思
い
出
の
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
た「
母
校
」が
な
く
な
る
こ
と
は
、

や
は
り
寂
し
く
、
ま
た
悲
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
東
飯
田
中
学
校
の
閉
校

は
、
次
の
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
第
一

歩
で
あ
る
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　一
・
二
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
東
中
の

よ
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
「
こ
こ
の
え
緑

陽
中
学
校
」
で
さ
ら
に
進
展
さ
せ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　最
後
に
、
私
た
ち
を
支
え
続
け
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
思

い
と
と
も
に「
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
」

に
夢
を
託
し
ま
す
。

　宝
泉
寺
温
泉
で
は
『
新
春
花
火
ザ
宝

泉
寺
』
に
は
じ
ま
り
、
春
は
『
お
福
祭

り
』
初
夏
は
『
蛍
祭
り
』
秋
は
『
素
人

芝
居
』『
観
月
祭
』
と
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
季
節
ご
と
に
催
し
て
い
ま
す
。
一

昨
年
の
震
災
か
ら
始
ま
り
、
昨
年
の
大

豪
雨
と
観
光
を
営
む
も
の
と
し
て
は
非

常
に
厳
し
い
時
期
を
過
ご
し
ま
し
た

が
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
雰
囲
気
も

徐
々
に
上
向
き
に
な
り
、
こ
う
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
宝
泉
寺
温
泉
を

知
っ
て
も
ら
い
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
頂
け
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
今
大
分
県
で
は
『
お
ん
せ
ん

県
』
と
し
て
全
国
に
大
分
の
温
泉
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
宝
泉
寺

温
泉
で
は
一
昨
年
春
、
全
国
で
９
番

目
、
九
州
で
は
２
番
目
に
『
源
泉
掛
け

流
し
宣
言
』を
し
、
ま
さ
に「
宝
の
泉
」

で
売
り
出
し
て
い
ま
す
。

　観
光
は
町
を
潤
わ
せ
る
大
き
な
武
器

で
す
。
観
光
が
良
く
な
れ
ば
観
光
業
者

だ
け
が
良
く
な
る
の
で
は
な
く
湯
布
院

の
よ
う
に
観
光
地
が
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ

れ
ば
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
農
産
物
や
加

工
品
も
売
れ
、
そ
こ
に
雇
用
も
生
ま
れ

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
そ
こ
に
到
達
す
る
の
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　た
だ
宝
泉
寺
温
泉
、
九
重
町
に
は
本

物
が
あ
り
ま
す
。
雄
大
な
山
並
み
、
風

そ
よ
ぐ
草
原
と
い
っ
た
自
然
。
肥
沃
な

土
地
で
育
つ
作
物
。
こ
ん
こ
ん
と
流
れ

出
る
温
泉
。
清
流
に
舞
う
蛍
。

　そ
の
魅
力
を
し
っ
か
り
、
う
ま
く
Ｐ

Ｒ
す
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
今
私
た

ち
に
必
要
な
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
効
率
的
な
方
法
を
も
っ
と
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　行
政
と
民
間
で
協
力
し
な
が
ら
よ
り

良
い
観
光
地
を
目
指
し
宝
泉
寺
だ
け
で

な
く
九
重
町
に
沢
山
の
観
光
客
に
お
越

し
頂
き
、
交
流
人
口
が
も
っ
と
増
え
る

よ
う
に
切
に
願
い
私
の
一
言
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

中
学
閉
校
に
想
う

東
飯
田

本
松

　
貴
裕
さ
ん

１3

ま
ち
は
観
光
か
ら

南
山
田

矢
野

　
陽
一
さ
ん

わたしのひとこと

学舎に　色とりどりの　想いはせ
　 　じっと見つめし「今、ありがとう」

ホタルによる“まちづくり”

東飯田中学校の閉校式

　
　
　今
回
、
玖
珠
町
で
も

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、
九
重

町
は
県
内
で
唯
一
の
無
設
置

地
域
と
な
っ
た
。

　高
齢
者
の
経
験
や
知
識
を

生
か
し
た
事
業
で
あ
り
、
幾

度
か
質
問
を
重
ね
て
き
た
が

一
向
に
進
ん
で
い
な
い
。
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど
し
て

前
向
き
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。

　
　
　国
で
定
め
た
基
準
が

あ
り
、
適
合
す
れ
ば
Ａ
〜
Ｃ

ラ
ン
ク
に
合
せ
て
補
助
金
が

出
る
。

　こ
れ
ま
で
、
老
人
会
等
で

説
明
し
て
き
た
が
、
特
に
要

望
が
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。　ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
機
運
が
高
ま
れ
ば
、
今

後
考
え
た
い
。

　
　
　中
国
か
ら
の
微
粒
子

汚
染
物
質
Ｐ
Ｍ
２･

５
が
も

た
ら
す
健
康
被
害
は
大
丈
夫

か
。
安
全
基
準
に
対
す
る
町

民
へ
の
周
知
対
策
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　県
は
順
次
、
日
田
、

大
分
で
計
測
し
、
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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流
し
て
い
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。
町
も
ま
だ
放
送
は
行
っ

て
い
な
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が
、
基
準
値
を
超

せ
ば
呼
吸
器
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や
循
環
器
系

の
疾
患
の
あ
る
方
や
、
子
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
、
影
響
を

受
け
や
す
い
人
の
た
め
に

も
、
防
災
無
線
に
よ
り
注
意

喚
起
を
行
う
。

　
　
　事
故
の
あ
っ
た
交
差

点
は
、
過
去
に
も
、
大
型
車

の
横
転
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
現
場
は
長
い
下

り
坂
で
、
そ
の
下
は
、
Ｊ
Ｒ

の
線
路
が
あ
り
、
一
歩
間
違

う
と
大
惨
事
に
な
り
か
ね
な

い
。
再
発
防
止
に
町
は
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
車

止
め
の
設
置
や
、
他
の
路
線

の
安
全
対
策
は
十
分
行
っ
て

い
る
か
。

　
　
　対
策
会
議
で
い
ろ
ん

な
意
見
が
出
た
が
、
実
用
的

効
果
、
設
置
場
所
等
を
考
え

て
、
退
避
場
所
よ
り
、
「
エ

ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
使
用
」

の
看
板
を
５
本
設
置
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
吊
橋
で

は
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の

配
布
を
行
う
等
の
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
る
。
他
の

路
線
に
つ
い
て
は
再
度
警

察
等
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

４度目の質問、アンケート調査を！
声を聞くのはやぶさかでない

藤
原

　
三
治

藤
原

町
長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を

Ｐ
Ｍ
２・５
周
知
対
策
は

十
分
か

藤
原

町
長

町
長

観
光
協
会
が
運
営
し
て
い

る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の

利
用
状
況
は

藤
原 バ

ス
事
故

再
発
防
止
対
策
は

看
板
を
設
置
し

再
発
防
止
に
努
め
る

防
災
無
線
で

対
応
し
た
い

調
査
も

や
ぶ
さ
か
で
な
い

玖珠町シルバー人材センター

設置されたエンジンブレーキの看板

事故のあった交差点付近

玖珠町シルバー人材センターを設立します
■シルバー人材センターでは、こんな仕事が考えられます。

■アンケート集計結果
　昨年10月に、60・70・80歳代から各300人ずつ900人を抽出して、シルバー人
材センターについてのアンケートを実施しました。回答者は、426人、回答率
47.3％でした。
　設立に対して大変関心があり、早期開設を望む意見が多くありました。
　問　　シルバー人材センターを設立することについて
　回答　良いことだ　　　　398人（93.4％）
　問　　シルバー人材センターヘの参画意向について
　回答　参加して働きたい　115人（27.0％）
　問　　シルバー人材センターに仕事を依頼しますか
　回答　依頼を検討したい　204人（47.9％）　
　　　　依頼しないだろう　146人（34.3％）
　問　　どのような仕事なら参加してみようと思いますか
　回答　屋内外一般作業　　  68人（16.0％）　折衝・外交分野　33人（7.7％）
　　　　事務分野　　　　　  28人（6.6％）　  管理部門　　　　26人（6.1％）
　問　　どのような仕事なら依頼してみようと思いますか
　回答　屋内外一般作業　　150人（35.2％）技術を要する分野　86人（20.2％）

屋内外一般作業　 ＝ 草刈り／除草／樹木のせん定・消毒／農作業／土木作業／清掃など

技術を要する分野 ＝ 障子・ふすま／簡単な大工仕事／ペンキ塗り／植木手入れなど

サービス分野　　 ＝ 家事援助／子育て支援／観光ガイド／福祉サービスなど

事務分野　　　　 ＝ 文書管理事務／毛筆筆耕／宛名書き／受付事務など

折衝・外交分野　 ＝ 広報誌等の配布など

管理部門　　　　 ＝ 施設等の管理・監視など

専門技術分野　　 ＝ 家庭講師／パソコン指導／経理事務など

玖珠町のシルバー人材センターについてのアンケート結果
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り
、
う
ま
く
Ｐ

Ｒ
す
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
今
私
た

ち
に
必
要
な
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
効
率
的
な
方
法
を
も
っ
と
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　行
政
と
民
間
で
協
力
し
な
が
ら
よ
り

良
い
観
光
地
を
目
指
し
宝
泉
寺
だ
け
で

な
く
九
重
町
に
沢
山
の
観
光
客
に
お
越

し
頂
き
、
交
流
人
口
が
も
っ
と
増
え
る

よ
う
に
切
に
願
い
私
の
一
言
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

中
学
閉
校
に
想
う

東
飯
田

本
松

　
貴
裕
さ
ん

１3

ま
ち
は
観
光
か
ら

南
山
田

矢
野

　
陽
一
さ
ん

わたしのひとこと

学舎に　色とりどりの　想いはせ
　 　じっと見つめし「今、ありがとう」

ホタルによる“まちづくり”

東飯田中学校の閉校式

　
　
　今
回
、
玖
珠
町
で
も

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、
九
重

町
は
県
内
で
唯
一
の
無
設
置

地
域
と
な
っ
た
。

　高
齢
者
の
経
験
や
知
識
を

生
か
し
た
事
業
で
あ
り
、
幾

度
か
質
問
を
重
ね
て
き
た
が

一
向
に
進
ん
で
い
な
い
。
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど
し
て

前
向
き
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。

　
　
　国
で
定
め
た
基
準
が

あ
り
、
適
合
す
れ
ば
Ａ
〜
Ｃ

ラ
ン
ク
に
合
せ
て
補
助
金
が

出
る
。

　こ
れ
ま
で
、
老
人
会
等
で

説
明
し
て
き
た
が
、
特
に
要

望
が
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。　ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
機
運
が
高
ま
れ
ば
、
今

後
考
え
た
い
。

　
　
　中
国
か
ら
の
微
粒
子

汚
染
物
質
Ｐ
Ｍ
２･

５
が
も

た
ら
す
健
康
被
害
は
大
丈
夫

か
。
安
全
基
準
に
対
す
る
町

民
へ
の
周
知
対
策
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　県
は
順
次
、
日
田
、

大
分
で
計
測
し
、
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
流
し
て
い

る
。
町
も
ま
だ
放
送
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
基
準
値
を
超

せ
ば
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系

の
疾
患
の
あ
る
方
や
、
子
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
、
影
響
を

受
け
や
す
い
人
の
た
め
に

も
、
防
災
無
線
に
よ
り
注
意

喚
起
を
行
う
。

　
　
　事
故
の
あ
っ
た
交
差

点
は
、
過
去
に
も
、
大
型
車

の
横
転
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
現
場
は
長
い
下

り
坂
で
、
そ
の
下
は
、
Ｊ
Ｒ

の
線
路
が
あ
り
、
一
歩
間
違

う
と
大
惨
事
に
な
り
か
ね
な

い
。
再
発
防
止
に
町
は
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
車

止
め
の
設
置
や
、
他
の
路
線

の
安
全
対
策
は
十
分
行
っ
て

い
る
か
。

　
　
　対
策
会
議
で
い
ろ
ん

な
意
見
が
出
た
が
、
実
用
的

効
果
、
設
置
場
所
等
を
考
え

て
、
退
避
場
所
よ
り
、
「
エ

ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
使
用
」

の
看
板
を
５
本
設
置
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
吊
橋
で

は
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の

配
布
を
行
う
等
の
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
る
。
他
の

路
線
に
つ
い
て
は
再
度
警

察
等
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

４度目の質問、アンケート調査を！
声を聞くのはやぶさかでない

藤
原

　
三
治

藤
原

町
長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を

Ｐ
Ｍ
２・５
周
知
対
策
は

十
分
か

藤
原

町
長

町
長

観
光
協
会
が
運
営
し
て
い

る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の

利
用
状
況
は

藤
原 バ

ス
事
故

再
発
防
止
対
策
は

看
板
を
設
置
し

再
発
防
止
に
努
め
る

防
災
無
線
で

対
応
し
た
い

調
査
も

や
ぶ
さ
か
で
な
い

玖珠町シルバー人材センター

設置されたエンジンブレーキの看板

事故のあった交差点付近

玖珠町シルバー人材センターを設立します
■シルバー人材センターでは、こんな仕事が考えられます。

■アンケート集計結果
　昨年10月に、60・70・80歳代から各300人ずつ900人を抽出して、シルバー人
材センターについてのアンケートを実施しました。回答者は、426人、回答率
47.3％でした。
　設立に対して大変関心があり、早期開設を望む意見が多くありました。
　問　　シルバー人材センターを設立することについて
　回答　良いことだ　　　　398人（93.4％）
　問　　シルバー人材センターヘの参画意向について
　回答　参加して働きたい　115人（27.0％）
　問　　シルバー人材センターに仕事を依頼しますか
　回答　依頼を検討したい　204人（47.9％）　
　　　　依頼しないだろう　146人（34.3％）
　問　　どのような仕事なら参加してみようと思いますか
　回答　屋内外一般作業　　  68人（16.0％）　折衝・外交分野　33人（7.7％）
　　　　事務分野　　　　　  28人（6.6％）　  管理部門　　　　26人（6.1％）
　問　　どのような仕事なら依頼してみようと思いますか
　回答　屋内外一般作業　　150人（35.2％）技術を要する分野　86人（20.2％）

屋内外一般作業　 ＝ 草刈り／除草／樹木のせん定・消毒／農作業／土木作業／清掃など

技術を要する分野 ＝ 障子・ふすま／簡単な大工仕事／ペンキ塗り／植木手入れなど

サービス分野　　 ＝ 家事援助／子育て支援／観光ガイド／福祉サービスなど

事務分野　　　　 ＝ 文書管理事務／毛筆筆耕／宛名書き／受付事務など

折衝・外交分野　 ＝ 広報誌等の配布など

管理部門　　　　 ＝ 施設等の管理・監視など

専門技術分野　　 ＝ 家庭講師／パソコン指導／経理事務など

玖珠町のシルバー人材センターについてのアンケート結果



編
集
後
記

ここのえ緑陽中学校

◆

　３
月
議
会
も
終
了
し
今
年
度
の

予
算
約
64
億
８
千
８
百
万
円
、
特
別

会
計
31
億
９
千
２
百
万
円
を
可
決
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　一
般
質
問
や
各
常
任
委
員
会
、
ま

た
予
算
質
疑
等
で
も
各
議
員
よ
り
多

く
の
質
疑
が
交
さ
れ
ま
し
た
。
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
見
る
と
、
執
行
部

の
提
案
に
対
し
て
議
会
は
追
従
し
て

い
る
の
で
は
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
し
て
ど
う
し
て
多
く
の
質

疑
が
交
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
議
会
の
本
会
議
や
各
常
任
委
員

会
を
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　議
会
は
、
議
論
す
る
場
で
あ
り
方

針
を
決
定
す
る
場
で
す
。
私
た
ち
議

員
は
、
責
任
を
持
っ
て
対
処
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　日
野

　康
志

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　
　・
広
報
委
員
長

　日
野

　康
志

　
　・
副 

委 

員 

長

　佐
藤

　明
郎

　
　・
委

　
　
　員

　井
上

　里
子

　
　・
委

　
　
　員

　小
川

　克
巳

　
　・
委

　
　
　員

　佐
藤

　博
美

　
　・
委

　
　
　員

　池
部

　俊
慈

次回は６月です

傍聴へ
どうぞ

開校

発行／九重町議会
編集／議会広報特別委員会
平成２５年4月１７日
〒８７９－４８９５ 大分県玖珠郡九重町大字後野上８番地の１
☎ ０９７３－７６－３８１４・FAX ０９７３－７６－３８０９
メールアドレス（議会事務局）gikai@town.kokonoe.lg.jp.

議会だより

ここのえ
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３月定例会
●平成25年度予算
●当初予算質疑
●議長就任あいさつ
●常任委員会報告
●一　般　質　問　 ５名
●わたしのひとこと
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P.4
P.5
P.6
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P.13

東飯田
南山田

本松　貴裕さ
ん

矢野　陽一さ
ん

新緑の中、朝陽をあびての登校風景
いよいよスタート「ここのえ緑陽中学校」

議会だよりについて
ご意見をお聞かせください。【議会事務局：76－3814】


